
学修目標
第1セメスター 第 2セメスター

1 年 次

第3セメスター 第4セメスター

2 年 次

第5セメスター 第6セメスター

3 年 次

第7セメスター 第8セメスター

4 年 次
ディプロマポリシー（DP）
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【DP１】

生物資源を有効利用するために必要
な自然科学の情報を収集・分析・理
解し、正しく活用することができ
る。

【DP2】

農学に関する専門的知識や理論を体
系的に修得、理解し、関連産業の持続
可能な発展や環境保全に応用できる。

【DP3】

実験・実習を通して技術と理論を修
得することができる。

【DP4】

農学の学びに基づいて、協調性や倫
理観を身に付け、社会に貢献でき
る。

生産農学の基礎的素養

化学A

生物統計学A

分析化学

生物多様性学

細胞生物学

発生生物学

化学B 応用微生物学

ゲノム科学

生物統計学B

生化学

遺伝子工学

作物学分類学

生産農学セミナー 科学と教育

環境と農業 有機化学A

昆虫資源学

応用動物利用学 畜産学

果樹園芸学

農薬化学

脳と動物

動物行動学

分子構造解析論

害虫管理学

緑地保全学

植物病理学

植物育種学

植物生理学

天然物化学

生産農学演習A 生産農学演習B 生産農学演習C

生態学生物学A 生物学B

フィールド実習B基礎生物学実験 生物化学実験 専門実験・実習A基礎化学実験

フィールド実習A

専門実験・実習B

フィールド実習C

玉川の教育・ＦＹＥ科目群
一年次セミナー101 (US)

健康教育（US）

音楽 Ⅰ（US）

ELF科目 100～400 番台

一年次セミナー102 (US)

玉川の教育（US）

音楽 Ⅱ（US）

人文科学科目群・社会科学科目群・学際科目群
3つの科目群から合計4単位以上

生産農学の発展的素養

生産農学の実践能力・
問題解決能力

生産農学の社会科学的素養

学士としての基礎的素養

※ELF Communication for Teachers を除く4科目8単位

農業
マーケティング論

数理・データサイエンス・
AⅠリテラシー

分子生物学

動物生理学

昆虫学

微生物学

：必修科目 ：必修選択科目 ：選択科目 ：推奨選択科目

2026年度 入学生用　農学部 生産農学科 生物資源コース　カリキュラム・ツリー

有機化学B

卒業研究A 卒業研究B

卒業研究論文



学修目標
第1セメスター 第 2セメスター

1 年 次

第3セメスター 第4セメスター

2 年 次

第5セメスター 第6セメスター

3 年 次

第7セメスター 第8セメスター

4 年 次
ディプロマポリシー（DP）
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【DP１】

生物資源を有効利用するために必要
な自然科学の情報を収集・分析・理
解し、正しく利用することができ
る。

【DP2】

農学に関する専門的知識や理論を体
系的に修得、理解し、関連産業の持続
可能な発展や環境保全に応用できる。

【DP3】

実験・実習を通して技術と理論を修
得することができる。

【DP4】

農学の学びに基づいて、協調性や倫
理観を身に付け、社会に貢献でき
る。

化学A

生物統計学A

分析化学

生物多様性学

細胞生物学

発生生物学

化学B 応用微生物学

ゲノム科学

生物統計学B

生化学

遺伝子工学

分子生物学

動物生理学

分類学

生産農学セミナー 科学と教育

環境と農業 有機化学A

昆虫資源学

応用動物利用学

有機化学B

畜産学

果樹園芸学

農薬化学

脳と動物

動物行動学

分子構造解析論

害虫管理学

緑地保全学

植物病理学

植物育種学

植物生理学

天然物化学

生産農学演習A 生産農学演習B 生産農学演習C

生態学生物学A 生物学B

フィールド実習B基礎生物学実験 生物化学実験 専門実験・実習A基礎化学実験

フィールド実習A

専門実験・実習B

フィールド実習C

玉川の教育・ＦＹＥ科目群
一年次セミナー101 (US)

健康教育（US）

音楽 Ⅰ（US）

ELF科目 100～400 番台

一年次セミナー102 (US)

玉川の教育（US）

音楽 Ⅱ（US）

人文科学科目群・社会科学科目群・学際科目群
3つの科目群から合計4単位以上

卒業研究A 卒業研究B

卒業研究論文

生産農学の実践能力・
問題解決能力

生産農学の社会科学的素養

学士としての基礎的素養

※ELF Communication for Teachers を除く4科目8単位

農業
マーケティング論

数理・データサイエンス・
AⅠリテラシー

作物学

昆虫学

微生物学

：必修科目 ：必修選択科目 ：選択科目 ：推奨選択科目

2026年度 入学生用　農学部 生産農学科 生命科学コース　カリキュラム・ツリー

生産農学の基礎的素養

生産農学の発展的素養



学修目標 ディプロマポリシー（DP）
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：必修科目 ：選択科目 ：「理科」に関する選択可能科目 ：「農業科」に関する選択可能科目

2026年度 入学生用　農学部 生産農学科 理科教育コース（理科（中・高）+ 農業（高））　カリキュラム・ツリー

第1セメスター 第 2セメスター

1 年 次

第3セメスター 第4セメスター

2 年 次

第5セメスター 第6セメスター

3 年 次

第7セメスター 第8セメスター

4 年 次

【DP１】

自然科学の情報を、収集・分析・理
解・説明することができる。

【DP2】

協調性や共同作業における役割分担
の重要性を理解し、それらの態度・志
向性をもち、生涯にわたって学ぶ姿勢
を維持・向上することができる。また、
それらを通じて社会に貢献できる。

【DP3】

理科や農業科の面白さや大切さを理
解し、理科教育または農業科教育に
必要な情報を収集・分析・理解し、
生徒等にわかりやすく説明できる。

【DP4】

理科教育や農業科教育に必要な実験
や実習を、生徒等に正しく、安全に
指導できる。

【DP5】

コミュニケーション力、語学力、文
章作成力、計算力、協調性など、さ
まざまな問題に対する解決能力を修
得し実践できる。

（＊）：卒業要件に関わる必修科目

教職に関する科目の
理論と実践

理科および農業科に関する
基礎知識

分析化学

細胞生物学

物理学

化学B＊ 植物病理学生化学＊

生物統計学B＊

作物学

分子生物学

動物生理学

果樹園芸学

動物行動学

農薬化学

地学

遺伝子工学

有機化学A＊

分類学

植物育種学

植物生理学

フィールド実習C農業マーケティング論

生物学B＊

生産農学セミナー＊
応用動物利用学

緑地保全学

玉川の教育・ＦＹＥ科目群

言語表現科目群

一年次セミナー101＊ 全人教育論

健康教育＊

音楽 Ⅰ＊

ELF 科目 100～400 番台
※ELF Communication for Teachers を含む 2科目 4単位

一年次セミナー102＊

玉川の教育＊

音楽 Ⅱ＊

協調性と共同作業の
重要性に基づく学修姿勢

理科および農業科に関する
実験指導法と実習指導法

学士としての基礎的素養

基礎生物学実験＊

データ処理＊

基礎化学実験＊

フィールド実習A

地学実験

物理学実験
生物実験スキル化学実験スキル

ICT活用の理論と実践

教育方法・技術論

理科指導法Ⅰ

農業科指導法Ⅰ

職業指導（農業）Ⅰ

野外活動指導法

理科指導法Ⅲ
理科指導法Ⅳ

理科および農業科に関する
指導法

職業指導（農業）Ⅱ

農業科指導法Ⅱ

理科指導法Ⅱ
教材研究概論 教材研究

教職実践演習教育実習

教育原理 教職概論 特別支援教育 教育の制度と経営 教育課程編成論 道徳教育の理論と方法

学習・発達論 学校体験活動A 特別活動の理論と方法 介護等体験

体育

教育相談の理論と方法 総合的な学習の時間の理論と方法

日本国憲法 生徒・進路指導の理論と方法

学校体験活動B

環境と農業

フィールド実習B




